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４．完 成 予 定　平成２０年夏
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４．申 込 方 法：個人：当日守衛所で受付けます。（受付は１５：３０まで）
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学広報センター　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
川村多実二（敬称略）たちによって渓流と森林の生物調査のための基地として計画され，当時の福島町から
土地と建物の寄付を受け，昭和８（１９３３）年に開所しました（前ページ最上段左端の写真）。その後，隣接地
の購入や改築を経て，また昭和６３（１９８８）年には建物が全面改築され，現在に至っています。川村教授の後
を継いだ宮地伝三郎（陸水生物学および湖沼学の草分け）を始め，上野益三（陸生生物学および生物地理学の
泰斗），今西錦司（水生昆虫・魚類による棲み分け論の提唱者），可児藤吉（水生昆虫による河川生態学），徳田
御稔（哺乳類学および進化学），森　主一（水生動物の生理生態学）など，日本の陸水学を代表する研究者や，
高橋健治（高山植物の生態学），横内　斉（木曽御岳・乗鞍岳の植物生態学）らの植物生態学者も頻繁に利用
してきた研究施設です。そうした研究の中でも特に，この研究所の地の利を最大限に活用した可児の「渓
流棲昆虫の生態」「木曽王滝川昆虫誌」は水生昆虫の研究としてだけでなく，河川の環境論としても優れた
もので，この分野の古典となっています。可児は将来を嘱望されながらも若くして太平洋戦争の出征先で
戦死しましたが，彼が昭和１１（１９３６）年～同１６（１９４１）年に木曽生物学研究所を好んで利用していたことは「可
児藤吉全集」（思索社，１９７０）から読み取れます。
　木曽生物学研究所の敷地は４，０００平方メートルと広くはありませんが，森林
と草地を抱く閑静な佇まいです。建物は１６０平方メートルの木造平屋の簡素な
造りで，研究室２室と宿泊室２室の他に洗面所，浴室，調理室兼食堂，宿直室
を備えています。宿泊可能人数は約１５名です。野外研究の基地を主目的として
いるので研究室にはＯＨＰ等の視聴覚機器のほか，顕微鏡・実体顕微鏡程度し
か備わっていませんが，その台数は十数名程度の実習には問題ありません。教
職員は常駐していませんが，利用時には現地の管理人さん（現在は労務補佐員
の山田真知子さん）が宿泊や食事のお世話をしています。山田さんの地元の食材を生かしたおいしい手料
理には定評があります。
［利用案内］
　施設の管理・運営は理学研究科生物科学専攻の管理運営委員会が行っており，利用の申し込みは生物科
学専攻事務室が受け付けています。利用資格は本学の教職員・学生および委員会が適当と認めた者で，後
者については管理運営委員会が判断し，本学だけでなく学外の研究者の研究・実習にも利用されています。
事務室の窓口に利用申込書を用意していますが郵送も可能なので，まずは電話でお問い合わせください。
２週間前までの申し込みを原則としています。連絡先は以下の通りです。なお，利用には，宿泊費・食費・
シーツと寝間着の洗濯代の負担を要しますが，実費なので高額ではありません。これは研究所の管理人さ
んにお支払いください。
　
連絡先：京都大学理学研究科生物科学専攻事務室
　〒６０６－８５０２　京都市左京区北白川追分町
　　Tel．０７５－７５３－４０７０，４０９０　Fax．０７５－７５３－４１１７
木曽生物学研究所の所在地と連絡先
　〒３９７－０００１　長野県木曽郡木曽町福島６３８８
　　Tel．０２６４－２２－２６４２
アクセス
　・ ＪＲ中央本線木曽福島駅から約１．２km
（徒歩約１５分，タクシーで約５分）
　・ 中央自動車道の中津川インタ （ー京都東
インターから約１９０km，約２時間３０分）
から国道１９号線を北上して木曽福島町へ
正面玄関での山田さん
